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ニュースレター【事務局情報】 武道館の日本刀が新年初手入れ！ 

１月４日（木）北見市武道館の仕事始めに合わせ、武道の広場に奉られて

いる「日本刀」の手入れが行われ、鑑賞時の作法や手入れの順序を見ること

が出来ました。北見居合道連盟三浦清富会長が武道館の日本刀に一礼し静か

に刀をぬくと、和紙で出来た拭
ぬぐ

い紙
がみ

で古い油をきれいにふき取り、砥石
と い し

を粉

末状にした「打
う

ち粉
こ

」を刀に打ち、さらに拭い紙でふき取り磨きをかけます。

鑑賞した後、油を刀に薄く塗り鞘に納め終了しました。三浦会長は「日本刀

は下から見上げる様に手入れを行う。上から下へのぞき込むような事をして

は危険」と日本刀の扱う作法を教えて頂きました。 

武道館で新年の鏡開き初稽古が行われました！ 

１月７日（日）北見市武道館に於いて北見市柔道協

会（西尾静男会長）の「鏡開き」初稽古が行われ早朝

より子供から大人まで約１５０人が続々と武道館に

集まり午前１０時鏡開き式が開始されました。西尾会

長が「目標をもって今年一年頑張りましょう」と新年

の挨拶をしたのち初稽古が始まり、集まった人の中に

は「正月休みでナマッタ身体を引き締めに来ました」

と気持のいい汗をぬぐっていました。 

空手の鏡開き初稽古 １月７日 道場３では、空手の柏悠会が鏡開

きに合わせ初稽古を行い約３０名のちびっ子空手家は、空手の「形」

や「組手」の基本稽古に加え、鏡餅に見立てた木の板を素手で割る「板

割」を行いました。大西祐貴代表は子供たちの勇ましい姿をみて「目

標をもって今年一年頑張ってほしい」と子供たちの成長に期待を込め

ていました。 

連載「武道宝鑑」第 16 弾柔道秘訣 柔道教士七段 徳三宝『所感』 
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